
 

抗菌活性を示さない成分の薬剤耐性菌に関する評価の考 
え方について（案） 

 
１．飼料安全法上、「飼料添加物として認められる抗菌性物質製剤」

の効果については、「飼料添加物の評価基準の制定について（平成

4 年 3 月 16 日 4 畜Ａ第 201 号農林水産省畜産局長、水産庁長官

通達）」の中で「特定の病原寄生生物による家畜等の幼齢期におけ

る生産性の低下の防止」とあり、病原寄生生物には、細菌、原虫

及び寄生虫が含まれることから、一般的に抗菌活性を示さない物

質についても抗菌性飼料添加物として指定されている。 
 
２．そのため、平成 15 年に食品安全基本法第 24 条第 3 項に基づき、

農林水産省から薬剤耐性菌による影響について諮問された飼料添

加物及びそれと同一又は同系統の動物用医薬品の成分には、抗原

虫剤又は駆虫剤であり、薬剤耐性菌評価の対象とならない抗菌活

性を示さないもの（別添１の別紙１及び２の下線成分。以下、「駆

虫剤等」という。）が含まれている。 
 
３．今般、これらの駆虫剤等についてリスク管理機関から抗菌スペ

クトル等に関する資料が提出され（別添２）、代表的な腸内細菌等

に抗菌活性を示さないことが確認され、家畜等に給与又は投与さ

れても薬剤耐性菌が選択されたという知見がないことから、これ

らがハザードとなる薬剤耐性菌を選択する可能性がないと考えら

れる。 
 
 
※ 別添１の別紙１のデコキネートについては飼料添加物指定取り消しの手続

き中のため、別紙２のデコキネートは製剤としての承認が整理されているた

め、資料が提出されておらず、今回審議の対象としない。 
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1 5消安第39 7 9号

平成 15年 12月8日

食品安全委員会

委員長寺田雅昭殿

農林水産大臣

食品健康影響評価について

食品安全基本法(平成 15年法律第48号)第24条第3項の規定に基づき、下記事

項に係る同法第11条第 1項に規定する食品健康影響評価について、貴委員会の意見を

求めます。

ロu
-冨ロ

1 飼料の安全性の確保及び品質の改善に関する法律(昭和 28年法律第35号)第2

条第3項の規定に基づき飼料添加物として指定されている別紙 1の抗菌性物質が飼料

添加物として飼料に添加され家畜等に給与された場合に、選択される薬剤耐性菌につ

いて

2 薬事法(昭和 35年法律第 145号)第 14条第1項(第23条において準用する

場合を含む。)の規定に基づき承認されている動物用医薬品の主成分のうち 1の飼料添

加物として指定されている抗菌性物質と同一又は同系統で薬剤耐性の交差が認められ

る別紙2の抗菌性物質が薬事法及び獣医師法(昭和24年法律第186号)の規定に

従い動物用医薬品として家畜等に投与された場合に、選択される薬剤耐性菌について

‘ 

3

CO889068
タイプライターテキスト

CO889068
タイプライターテキスト

CO889068
タイプライターテキスト
別添１

CO889068
タイプライターテキスト

CO889068
タイプライターテキスト



、司

(別紙 1) 

亜鉛ノミシトラシン

アピラマイシン

アルキルトリメチルアンモニウムカノレシウムオキシテトラサイクリン

エフロトマイシン

エンラマイシン

クロノレテトラサイクリン

サリノマイシンナトリウム

セデカマイシン

センデ、ュラマイシンナトリウム

デストマイシンA

ナラシン

ノシヘプタイド

ノ〈ージニアマイシン

ピコザマイシン

フラボフォスフォリポーノレ

モネンシンナトリウム

ラサロシドナトリウム

硫酸コリスチン

リン酸タイロシン

アンプロリウム

エトパベート

スノレフアキノキサリン

クエン酸モランテル

デコキネ}ト

ナイカルパジン

ハロフジノンポリスチレンスルホン酸カルシウム
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(別紙2)

アミノグリコシド系抗生物質

テトラサイクリン系抗生物質

ペプチド系抗生物質

マクロライド系抗生物質

安息香酸ピコザマイシン

ピコザマイシン

スノレフォンアミド系合成抗菌剤

アンフ。ロリウム

エトパベート

デコキネート

ナイカルパジン
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農林水産省より諮問のあった駆虫剤等に関する資料（平成 22 年度及び 23 年

度抗菌性飼料添加物薬剤耐性リスク情報調査委託事業報告書に基づきまとめ

られた食品健康影響評価に関する資料（平成 25 年 8 月））の抜粋 
 

一般名 アンプロリウム 

分子式 C14H19ClN4・HCl 

分子量 315.25 

構造式  

作用機序 アンプロリウムはチアミン（ビタミン B1）の構造類似物質であるため、チア

ミンと拮抗することで細胞のチアミン吸収を阻害する。（参照 1、2）その結果

コクシジウムにおいては虫体の発育を阻害する。 

抗菌スペク

トル 

Escherichia coli、   Enterococcus、  Bacteroides、  Fusobacterium、   
Bifidobacterium、 Eubacterium 、Clostridium、Prevotella、Lactobacillus 等

の代表的な腸内細菌に対する MIC50は>128 mg/L であった。（参照 3） 

 

Bacillus stearothermophilus, Bacillus subtilis, Bacillus cereus, Sarcina lutea, 
Staphylococcus aureus, Escherichia coli に対する MIC は>1,000 μg/mL であっ

た。（参照 4）。 

参照文献 

1 中井裕 編．コクシジア．東北大学出版会, 仙台, 2005, 341 頁. 

2 James S. Thiamine uptake in isolated schizonts of Eimera tenella and the inhibitory 

effects of amprolium. Parasitology, 1980; 80: 313-322. 
3 株式会社三菱化学ビーシーエル．動物の抗菌性物質の微生物学的影響についての調査（調

査番号:MBC06K3072）．2007. 

4 松本昌雄，神崎政子，春田三佐夫．飼料添加物の抗菌性について．食衛誌． 1980. 21 (3): 

224-23. 
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一般名 エトパベート 

分子式 C12H15NO4 

分子量 237.26 

構造式 

作用機序 パラアミノ安息香酸の構造類似物質の中から、葉酸代謝経路を標的として鶏を用

いた in vivo での抗コクシジウム活性を指標にスクリーニングしたところ、エト

パベートに抗コクシジウム活性があることが明らかとなったが（参照 1）、現在ま

で代謝阻害の詳細についての報告はない。また、細菌と異なる代謝経路を阻害し

ている可能性があると考えられており（参照 2）、抗菌活性も報告されていない（参

照 3、4）。 

抗菌スペク

トル 

Escherichia coli、   Enterococcus、  Bacteroides、  Fusobacterium、   
Bifidobacterium、 Eubacterium 、Clostridium、Prevotella、Lactobacillus 等

の代表的な腸内細菌に対する MIC50は>128 mg/L であった。（参照 3） 

 

Bacillus stearothermophilus, Bacillus subtilis, Bacillus cereus, Sarcina lutea, 
Staphylococcus aureus, Escherichia coli に対する MIC は>1,000 μg/mL であっ

た。（参照 4） 

参照文献 

1 McManus EC, Oberdick MT, Cuckler AC. Response of six strains of Eimeria brunette 

to two antagonists of para-aminobenzoic acid. Journal of Protozoology, 1967; 14: 

379-381. 

2 Rogers EF, Clark RC, Becker HJ, Pessolano AA, Leanza WJ, McManus EC, et al. 

Antiparasitic drugs. V. Anticoccidial activity of 4-amino-2-othoxy-benzoic acid and 

related compounds. Proc. Soc. Exp. Biol. Med. 1964. 117: 488-492. 
3 株式会社三菱化学ビーシーエル．動物の抗菌性物質の微生物学的影響についての調査（調

査番号:MBC06K3072）．2007. 

4 松本昌雄，神崎政子，春田三佐夫．飼料添加物の抗菌性について．食衛誌． 1980. 21 (3): 

224-23. 
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一般名 クエン酸モランテル 

分子式 C12H16N2S･C6H8O7･H2O 

分子量 430.47 

構造式 

 

作用機序 アセチルコリンと競合的に拮抗してその作用を遮断し、脱分極神経遮断を起こし

て痙攣性の麻痺を生じさせるため、豚回虫は宿主から駆虫される。（参照 1）細菌

ではアセチルコリンレセプターの存在は知られていないため、この作用による抗

菌活性はないと考えられている。 

抗菌スペク

トル 

実験室保存の Staphylococcus 、 Streptococcus 、 Bacillus 、 Micrococcus 、
Salmonella、Escherichia coli、Enterobacter、Pseudomonas、Klebsiella 等 25

菌株に対する MIC は、いずれも 100μg/ml 以上であった。（参照 2） 

 

 

参照文献 

1 Aubry ML, Cowell P, Davey MJ, Shevde S. Aspects of the pharmacology of a new 

anthelminitic: pyrantel. British Journal of Pharmacology, 1970; 38: 332-344. 
2 台糖ファイザー株式会社微生物研究所．Morantel citrate の各種細菌に対する抗菌力．

1980． 
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一般名 ナイカルバジン 

分子式 C13H10N4O5(DNC) 
C6H8N2O(HDP)   両者の 1:1 分子錯体(C19H18N6O6) 

分子量 292.25(DNC) 
134.13(HDP)     両者の 1:1 分子錯体 426.38 

構造式  

 

 

         

         

 

DNC             HDP     

作用機序 4,4’-ジニトロカルバニリド（DNC）はコハク酸結合 NAD の還元を抑制してミ

トコンドリア内のカルシウムイオンの蓄積を阻害し、ミトコンドリアのエネルギ

ー―変換過程を抑制することが考えられているが（参照 1）、原虫において科学的

に証明されていない。抗菌作用については、嫌気性菌にはクエン酸回路や電子伝

達系がないので起こりえないと推定されるが、好気性菌については好気性呼吸経

路をもつことから、DNC が理論的に作用する可能性はある。（参照 1、2）しかし、

1950 年代より抗コクシジウム剤としての長期使用にもかかわらず、現在に至るま

で、抗菌活性の報告は 1 菌種のみの弱いものしか知られていない。（参照 5） 

抗菌スペク

トル 

Escherichia coli、   Enterococcus、  Bacteroides、  Fusobacterium、   
Bifidobacterium、 Eubacterium 、Clostridium、Prevotella、Lactobacillus 等

の代表的な腸内細菌に対する MIC50は 128～>128 mg/L であった。（参照 3） 

 
Salmonella,、Staphylococcus,、Enterococcus,、Escherichia coli、 Proteus、 
Lactobacillus、Campylobacter、 Clostridium、 Bacteroides に対する MIC は

いずれも>256 mg/L であった。（参照 4） 

 

Bacillus subtilis, Bacillus cereus, Sarcina lutea, Staphylococcus aureus, 
Escherichia coli に対する MIC は>1,000 μg/mL であった。 

好熱性細菌であるBacillus stearothermophilusに対するMICは 50 mg/Lであっ

た。（参照 5） 

参照文献 

1 中井 裕.コクシジア.東北大学出版会.2005.  

2 中村、松原. 細胞の分子生物学. 第 4 版. 2004. 

3 株式会社三菱化学ビーシーエル．動物の抗菌性物質の微生物学的影響についての調査（調

査番号:MBC06K3072）．2007 

4 EFSA Panel on Additives and Products or Substances used in Animal Feed (FEEDAP) 

Scientific Opinion on the safety and efficacy of Koffogran (nicarbazin) as a feed 

additive for chickens for fattening. EFSA Journal 2010; 8(3):1551. 
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5 松本昌雄，神崎政子，春田三佐夫．飼料添加物の抗菌性について．食衛誌． 1980. 21 (3): 

224-23. 
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